






要約:成人期に達した川崎病既往者の経過観察状況および心血管障害について検討した。

経過観察から脱落した例の冠動脈は、軽度拡大や正常化例が多かった。しかし、最近、一

日正常化した冠動脈からも年余を経て狭窄の出現が認められており、彼らの予後が心配さ

れている。転院後に成人期に達した例も音信不通となり、重篤な心血管障害にもかかわら

ず無症状である彼らの生活管理、経過観察が現在どのようになされているか不明である。

今後内科医へ、“成人病としての川崎病"の積極的な情報提供が必要と考えた。


